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火災・救急・救助は 119 番へ！
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北分署（甚目寺町大字新居屋）に配備



広報海部東部消防第４１号 平成１６年３月１日　（２）
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For fire, medical emergency or rescue, dial 119

この運動は、火災の発生しやすい時季を迎え、火災予防思想の普及と、火災の発生を防止す
ることにより、死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的に、毎年３月１日から７日まで全国一
斉に実施しています。
火災はチョットした不注意が原因です。火災の多くは、火に対する油断から発生しています。

�住宅火災（てんぷら油火災など）の初期消火で消火器が役立っています。
�消火器は火災適応の種類が区分されています。
�消火器の設置してある家庭では、設置場所を家族全員で知っておきましょう。

消火器の正しい設置方法
１　備え付けの高さは、１.５ｍ以下にしてください。

（棚の上など高いところは、避けてください。）
２　手の届く適切な場所に設置してください。
３　いつでも、使用できる所に設置してください。

平成１５年９月１６日に名古屋市内の給油取扱所において、ガソリンを大量にポリ容器で販売するという事案

が発生しました。結果的に、ビル爆発・火災につながることとなり、３名の尊い人命が失われるという悲惨

な事件に発展しました。

ガソリン運搬容器
１　運搬容器の種類及び性能

プラスチック容器（最大容積１０㍑）、金属製容器（最大容積６０㍑）などで、告示で定める落下試験、気

密試験、内圧試験、積み重ね試験に適合すること。

２　乗用の用に供する車両の特例

乗用の用に供する車両（乗用車、ステーションワゴン、ライトバン、自動二輪車、原動機付自転車）に

よる運搬の場合は、金属製ドラム又は金属製容器（最大容積２２㍑）とする。

３　運搬容器の検査機関

危険物保安技術協会（略称ＫＨＫ）が、検査機関として総務大臣に認定されている。

ＫＨＫが認定したものには、その旨表示されている。

静静静静静静静静静静電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気静電気ススススススススススパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーククククククククククででででででででででももももももももももスパークでも
引引引引引引引引引引火火火火火火火火火火引火ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすすします

ガガガガガガガガガガソソソソソソソソソソリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンははははははははははガソリンは
引引引引引引引引引引火火火火火火火火火火性性性性性性性性性性引火性ががががががががががが高高高高高高高高高高高いいいいいいいいいいい

消消消消消消消消消消火火火火火火火火火火器器器器器器器器器器消火器ののののののののののの使使使使使使使使使使使いいいいいいいいいいい方方方方方方方方方方方ををををををををををを知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててておおおおおおおおおおききききききききききままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょううううううううううっておきましょう

全全国国統統一一標標語語 その油断　火から炎へ　災いへ



（３）　平成１６年３月１日 広 報海部東部消防 第４１号
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救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
約
６
分
か
か
り

ま
す
。
そ
の
間
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
を
放
置

す
れ
ば
救
命
率
は
極
め
て
低
く
な
り
ま
す
。

的
確
な
応
急
手
当
が
、
速
や
か
に
実
施
さ
れ
れ
ば
救

命
さ
れ
る
可
能
性
が
向
上
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当
を
こ
の
機
会

に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

３　
開
催
場
所

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島
字
十
坪
一
一
九
番
の
一

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

講
堂

４　
対
象
者

海
部
東
部
四
町
（
七
宝
町
・
美
和
町
・
甚
目
寺
町
・

大
治
町
）
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
満
十
五
歳
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

５　
申
込
要
領

所
定
の
申
込
用
紙
（
消
防
本
部
・
消
防
署
・
各
分
署

に
て
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
各
開
催
の
受

付
期
間
内
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
に
よ
る
申
込
み
も
で
き
ま
す
。）

各
開
催
の
受
講
人
員
は　

人
程
度
と
し
、
定
員
に

４０

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６　
そ
の
他

�
講
習
及
び
資
料
の
費
用
は
無
料
で
す
。

�
普
通
救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
は
、
国
が
定
め

た
基
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
講
習
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

救
命
講
習
の
お
問
い
合
わ
せ
お
申
込
み
先

〒
４
９
７
―
０
０
０
２

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島
字
十
坪
一
一
九
番
の
一

海
部
東
部
消
防
本
部　

生
活
安
全
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
（
〇
五
二
）
四
四
二
―
一
六
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
〇
五
二
）
四
四
二
―
三
一
八
〇

１　講習内容及び時間

時間講 習 内 容講習の種別
３時間成人に対する心肺蘇生法普通救命講習

８時間
成人・小児・幼児に対する心肺蘇生法
骨折等外傷の応急手当
傷病者管理、傷病者の動かし方

上級救命講習

２　開催日時及び受付期間

受 付 期 間講 習 日 時講習の種別
３／２９（月）～４／１１（日）４／１８（日）　１３時～普通救命講習平成１６年４月
５／２４（月）～６／６（日）６／１３（日）　１３時～普通救命講習平成１６年６月
９／１３（月）～９／２６（日）１０／３（日）　１３時～普通救命講習平成１６年１０月
１１／８（月）～１１／２８（日）１１／２８（日）　１３時～普通救命講習平成１６年１１月
１／２４（月）～２／６（日）２／１３（日）　９時～上級救命講習平成１７年２月 身身身身身身身身身身

にににににににににに
つつつつつつつつつつ
けけけけけけけけけけ
よよよよよよよよよよ
うううううううううう
応応応応応応応応応応
急急急急急急急急急急
手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当

身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当

普
通
・
上
級
救
命
講
習

平成 1 5 年　消防概況（平成１５年１月１日～１２月３１日）
１　火　災

増△減平成１４年平成１５年

△１８８０６２合　　計（件）
火

災

件

数

△１４３９２５建物火災（件）

６８１４車両火災（件）

△１０３３２３その他の火災（件）
（枯れ草等）

０１１死　　者（人）死
傷
者 △５１１６負 傷 者（件）

△５,１７９７３,３４３６８,１６４損 害 額（千円）

２　救　急
増△減平成１４年平成１５年

２５４３,８２７４,０８１救急出場（件）

０.７１０.４１１.１１日平均（件）

１８７３,７２９３,９１６搬送人員（人）

３　救　助
増△減平成１４年平成１５年

△１７９６７９救助出動（件）

△２３７３５救助人員（人）

３月１日から３月７日まで「春の火災予防運動」です
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新
春
恒
例
の
平
成
十
六
年
海
部
東
部
消
防
組

合
消
防
出
初
式
を
去
る
一
月
六
日
（
火
）
に
、七

宝
町
立
北
中
学
校
に
於
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

式
は
、
例
年
に
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
数

の
方
々
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
分
列
行
進
、

観
閲
、
消
防
署
員
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
演
技
及

び
七
宝
町
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
、
大
治
町
婦
人
消

防
ク
ラ
ブ
並
び
に
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
よ

る
初
期
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
知
県
消
防
防
災
航
空
隊
の
特
別
参

加
に
よ
り
、防
災
ヘ
リ
「
わ
か
し
ゃ
ち
」
か
ら
隊

員
が
降
下
し
、
愛
知
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
一
斉
放
水
を
行
い
、

今
年
の
海
部
東
部
四
町
の
「
無
火
災
無
災
害
」

を
祈
念
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
席
上
で
消
防
行
政
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
皆
様
及
び
消
防
職
員
に
、
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

消
防
協
力
表
彰

美
和
町
大
字
木
折
地
区　

様

五
年
間
無
火
災

大
治
町
大
字
東
條
地
区　

様

五
年
間
無
火
災

名
古
屋
電
機
工
業
株
式
会
社　

様

防
火
、
防
災
事
業
へ
の
協
力

海
部
東
部
危
険
物
安
全
協
会　

様

防
火
、
防
災
事
業
へ
の
協
力

特
別
表
彰

公
立
尾
陽
病
院

内
科
部
長　

小
林
建
二　

様

救
急
業
務
並
び
に
救
急
隊
員
教
育
に
つ
い

て
積
極
的
な
協
力
を
頂
い
た
功
績

職
員
表
彰

現
場
活
動
功
労
、
成
績
優
良
等
に
よ
り
十
一

名
の
職
員
が
表
彰
を
受
け
、
ま
た
、
永
年
勤
続

功
労
章
（
消
防
庁
長
官
）
消
防
司
令
長　
早
川
光

義
他
二
十
五
名
の
職
員
が
、
全
国
消
防
長
会
長
、

愛
知
県
消
防
協
会
長
等
か
ら
の
表
彰
伝
達
を
受

け
ま
し
た
。

職員はしご乗り

消防協力表彰を
授与されました皆様
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中
学
校
に
お
け
る

進
路
学
習
の
一
環
と

し
て
、
平
成
十
五
年

十
月
下
旬
か
ら
十
一

月
上
旬
に
か
け
て
、

管
内
三
中
学
校
か
ら

生
徒
二
十
七
名
が
職

場
体
験
学
習
に
来
署

い
た
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
は
、
中
学
校
に
よ
り
一
日
ま

た
は
二
日
間
実
施
し
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
予

防
方
法
、
消
防
署
の
仕
事
の
内
容
等
を
学
習
、

消
防
車
両
、
通
信
指
令
室
等
を
見
学
、
そ
の
後
、

体
験
放
水
、
は
し
ご
車
の
試
乗
及
び
空
気
呼
吸

器
の
着
装
等
を
行
い
火
災
現
場
に
お
け
る
消
防

士
の
活
動
の
基
本
を
体
験
し
ま
し
た
。
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当
消
防
組
合
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
対
し
て

の
情
報
提
供
及
び
災
害
へ
の
予
防
啓
発
等
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
職
員
手
作
り
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
三
月
一
日
に
開
設
い
た

し
ま
し
た
。

内
容
は
、
防
災
の
知
識
、
火
災
予
防
、
応
急

手
当
の
知
識
、
消
防
業
務
の
紹
介
、
各
種
講
習

案
内
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
皆
様
の
視
点
に
立
ち
、
分
か

り
易
く
、
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
す
る
た

め
、
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

お
お
い
に
活
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

�
�
�
��

�
火
災
出
動

ウ
ー
カ
ン
カ
ン
（
鐘
の
音
が
入
り
ま
す
。）

�
救
助
・
水
防
等
出
動

ウ
ー
ウ
ー
（
鐘
の
音
が
入
り
ま
せ
ん
。）

�
救
急
出
動

ピ
ー
ポ
ー（
道
路
の
交
差
点
等
で
は
ピ
ー

ポ
ー
音
と
ウ
ー
ウ
ー
音
を
併
用
し
ま
す
。）

※
緊
急
走
行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
写
真
右
上

は
し
ご
車
試
乗

�
写
真
右
下

体
験
放
水

�
写
真
上

空
気
呼
吸
器
着
装

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://
w
w
w
.am
ato
b
u
-119.jp
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介
護
保
険
制
度
は
市
町
村
を
保
険
者
と
し
て

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
社
会
保
険

制
度
で
す
。
当
事
務
局
で
は
、
介
護
認
定
の
審

査
事
務
を
公
正
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
海

部
東
部
四
町
（
七
宝
町
、
美
和
町
、
甚
目
寺
町
、

大
治
町
）
の
審
査
判
定
を
行
い
、
約
四
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
申
請
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

現
在
で
は
年
間
三
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
審
査
判

定
を
行
っ
て
い
ま
す

当
初
は
、
各
役
場
か
ら
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
一

名
ず
つ
出
向
し
業
務
の
遂
行
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
、す
べ
て
当
組
合
の
職
員
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
介
護
認
定
審
査
会 

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
及
び
福

祉
に
関
す
る
学
識
経
験
の
あ
る
委
員
五
人
か
ら

構
成
し
、
八
合
議
体
あ
り
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
二
年
で
、
過
半
数
の
出
席
で

開
催
し
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

の
行
う
認
定
調
査
（
日
常
生
活
の
能
力
等
の
調

査
）
に
よ
る
一
次
判
定
・
特
記
事
項
、
医
師
に

よ
る
主
治
医
意
見
書
を
も
と
に
審
査
し
、
出
席

し
た
委
員
の
過
半
数
に
よ
り
二
次
判
定
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
週
間
に
二
回
の
介
護
認
定
審
査
会

を
実
施
し
（
申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
追
加
開

催
も
実
施
）、一
回
の
審
査
会
で
約
二
十
五
件
の

審
査
判
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
左
写
真
参
照
）

以
前
は
、
有
効
期
間
の
設
定
は
基
本
的
に
六

か
月
で
し
た
が
、
現
在
は
更
新
申
請
に
限
っ
て

は
十
二
か
月
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。ま

た
、
近
い
将
来
条
件
付
き
で
は
あ
り
ま
す

が
、
二
十
四
か
月
の
設
定
に
向
け
て
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
審
査
会
の
三
名
に
よ
る
開
催
の
実

施
に
向
け
た
検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
や
情
勢
の
変
化

は
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
変
化
・
変
更
に
柔
軟
に
対
応
す
る
事
務
局
作

り
に
今
後
も
心
が
け
住
民
の
た
め
と
な
る
業
務

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援
専専専専専専専専専専
門門門門門門門門門門
員員員員員員員員員員
をををををををををを

介
護
支
援
専
門
員
を 

募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集
しししししししししし
てててててててててて
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

募
集
し
て
い
ま
す ！！！！！！！！！！！

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
行
う
際
に

必
要
な
認
定
調
査
等
を
行
う
業
務
で
す
。

一　

勤
務
時
間

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

二　

資
格
要
件

普
通
自
動
車
運
転
免
許

介
護
支
援
専
門
員

三　

申
込
期
間

平
成
十
六
年
三
月
八
日（
月
）か
ら

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日（
金
）ま
で

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
九
時

 

か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 

四　

提
出
書
類

履
歴
書
（
書
式
指
定
）
・
資
格
証
明
書
等
の

写
し

五　

選
考
方
法

面
接
・
論
文
及
び
書
類
審
査

六　

面
接
日

後
日
連
絡
し
ま
す
。

七　

お
問
い
合
わ
せ
先

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
認
定
審
査
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

四
四
九
―
〇
八
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

四
四
九
―
〇
八
〇
二

����

����

火災・救急・救助は 119 番へ！
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Ｑ　

救
急
車
の
お
世
話
に
な
っ
た
場
合
、
こ
の

地
区
で
は
ど
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？　
ま
た
、そ
の
場
合
ど

の
よ
う
に
病
院
を
選
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

第
一
に
選
択
す
る
の
は
傷
病
者
の
了
解
を

得
て
公
立
尾
陽
病
院
で
す
。
特
に
傷
病
者
の

方
が
特
殊
な
病
態
と
か
、
か
か
り
つ
け
で

「
○
○
病
院
に
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
希

望
が
あ
れ
ば
病
院
へ
の
搬
送
時
間
な
ど
を
考

え
ま
し
て
、
ご
希
望
に
添
う
よ
う
に
は
考
え

て
い
ま
す
。
平
日
の
昼
間
は
、
傷
病
者
の
了

解
を
得
て
管
内
の
尾
陽
病
院
へ
搬
送
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
夜
間
、
休
日
等

は
当
直
科
目
に
よ
っ
て
、
尾
陽
病
院
、
津
島

市
民
病
院
、
海
南
病
院
か
ら
選
択
し
て
い
ま

す
。

い
ず
れ
も
、
傷
病
者
の
か
か
り
つ
け
病
院

が
あ
る
場
合
は
「
○
○
病
院
へ
搬
送
し
て
ほ

し
い
」
と
救
急
隊
員
に
申
し
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
症
状
や
搬
送
所
要
時
間
等
を
考
え
て
、

ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
り
ま
す
ね
、
今
冬
は
小

さ
な
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
孫
の
い
る
我
が
家
は

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か

と
思
案
投
首
で
す
。

Ａ　

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
周
り
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・

ガ
ー
ド
を
設
け
ら
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
直
火
式
で
な
い
暖
房
器
具
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
や
か
ん
や
鍋
な
ど
を
乗
せ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

小
さ
な
子
ど
も
が
い
ま
す
。
頭
打
ち
や
誤

飲
な
ど
心
配
で
す
。広
報
に
紹
介
し
て
欲
し
い
。

Ａ　
「
家
庭
の
救
急
対
策
」
と
し
て
次
号
以
降

掲
載
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

学
校
で
火
災
発
生
の
原
因
実
験
や
防
災
訓

練
を
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

（
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
枯
れ
草
な
ど
に
引

火
す
る
様
子
や
天
ぷ
ら
油
・
や
か
ん
の
空
焚

き
の
出
火
な
ど
）

Ａ　

と
て
も
良
い
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
学
校
で
は
定
期
的
に
消
防
訓
練
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
火
災
発
生
後
の
対

応
訓
練
が
主
な
も
の
で
し
た
。今
後
、
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

防
火
対
策
の
こ
と
で
す
が
、
も
し
地
震
発

生
時
に
火
災
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
合
１

１
９
番
で
す
ぐ
に
電
話
が
つ
な
が
っ
て
対
応

し
て
も
ら
え
る
の
で
す
か
？　
充
分
注
意
は

し
て
い
ま
す
が
も
し
も
の
時
は
ど
う
な
の
か

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ　

地
震
、
台
風
等
の
大
規
模
災
害
等
で
通
話

が
集
中
す
る
と
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
も
し
、
地
震
等
で
火
災
が
発
生
し

て
も
最
初
は
小
さ
な
火
で
す
。
消
火
器
や
水

道
水
で
初
期
消
火
が
可
能
で
す
。
あ
わ
て
な

い
で
、
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

近
所
で
不
審
火
が
連
続
、
家
の
前
に
は
農

家
が
わ
ら
束
を
つ
み
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
が
怖
い
で
す
。
消
防
署

で
注
意
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ　

昨
年
、
積
み
わ
ら
へ
の
放
火
が
連
続
し
て
発

生
し
ま
し
た
。地
区
の
消
防
訓
練
の
機
会
を
と

ら
え
て
、放
火
防
止
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ス
ク
イ
ズ
は
広
報
紙
を

切
り
抜
い
て
張
れ
ば
よ
い
の
か
枠
を
書
い
て

記
入
す
る
の
か
ハ
ッ
キ
リ
指
定
し
て
く
だ
さ

い
。（
広
報
紙
ク
イ
ズ
）

Ａ　

ク
イ
ズ
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ス
の
ご
回
答
は
、

数
字
と
枠
が
判
読
で
き
れ
ば
、
直
接
は
が
き

に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
い
て
も
広
報
紙
を
切

り
抜
い
て
張
っ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
ろ
し
い

で
す
。
ご
回
答
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
消
防
、
地
震
防
災
対
策
等
ご
質
問
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

送
り
先

〒
４
９
７
―
０
０
０
２

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

海
部
東
部
消
防
本
部　

生
活
安
全
課

ご
質
問
コ
ー
ナ
ー

Para incêndio, emergência médica ou salvamento, disque 119.

火 災 の 原 因

給 油

1位　放　火
2位　たばこ
3位　こんろ

������
������
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火 災 の 原 因
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海
部
東
部
消
防
組
合
は
昭
和
四
十
六
年
四

月
一
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
上
の
グ
ラ

フ
は
、
発
足
以
来
の
火
災
の
件
数
と
焼
損
床

面
積
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
年

の
傾
向
と
い
た
し
ま
し
て
、
昨
年
の
六
十
二

件
、
一
昨
年
の
八
十
件
を
比
較
す
る
と
減
少

は
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
昭
和
六
十
一

年
に
九
十
件
の
最
高
値
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

出
火
率
（
人
口
一
万
人
当
た
り
の
出
火
件

数
）
は
他
市
町
村
と
比
べ
る
と
ま
だ
高
い
数

値
で
す
。
焼
損
面
積
は
、
昨
年
千
百
八
十
七

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾
向
で

す
。
建
物
火
災
全
体
か
ら
み
る
と
住
宅
火
災

が
約　

％
を
占
め
全
国
数
値
か
ら
み
る
と
、

３５

や
や
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
表
は
過

去
に
発
生
し
た
火
災
の
合
計
値
一
覧
で
す
。 

火
災
原
因
に
つ
い
て
は
、
放
火
・
放
火
の

疑
い
が
平
成
二
年
か
ら
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
ま
た
、

愛
知
県
で
も
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

よ
う
に
、
家
庭
の
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出

す
よ
う
に
地
域
、
家
庭
で
み
ん
な
の
町
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
地
域
は
、
平
成
十
四
年
四
月
二
十
四

日
に
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域

に
指
定
さ
れ
た
の
を
始
め
東
南
海
・
南
海
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
も
指
定
さ
れ
、
ま

す
ま
す
地
震
に
対
す
る
備
え
を
す
る
必
要
性

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
し
て
デ

マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
地
震
に
関
す

る
正
し
い
防
災
情
報
を
得
ま
し
ょ
う
。
市
町

村
役
場
、
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
か
ら
の
情

報
に
は
、
た
え
ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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火
災
の
傾
向

昭和４６年～平成１５年

2,184火 災 件 数

40,177焼損面積（㎡）

42死 者（人）

219負 傷 者（人）

3,621,111損害額（千円）

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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地

震

情

報
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地
震
に
備
え
て

火の用心　家族みんなの　合言葉（“Fire　Prevention-Every　Household’ s　Motto”）
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防
災
は
、
地
域
に
よ
っ
て
違
っ
て

た
り
し
ま
す
よ
ね
？　
こ
の
町
に
来

て
４
か
月
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
。
広
報
誌
で
学
ぶ
事
が

沢
山
あ
り
、助
か
り
ま
す
。

 

甚
目
寺
町　

山
内　

直
美

　
 

　

外
出
先
で
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン

を
聞
く
と
我
家
は
大
丈
夫
か
と
心

配
に
な
り
ま
す
。
外
出
時
に
は
火

の
元
、
戸
締
り
等
の
チ
ェッ
ク
を
特

に
念
入
り
に
し
た
い
も
の
で
す
。

 

甚
目
寺
町　

菊
池　

容
子

　
 

　

地
震
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

隣
組
同
士
絶
え
ず
会
話
に
で
き
る

ほ
ど
に
し
て
お
き
た
い
も
の
。
弱
者

が
い
る
の
か
否
か
も
把
握
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

 

大
治
町　

荒
谷　
　

繁

　
 

　

火
災
の
原
因
の
割
合
で
天
プ
ラ

火
災
が
か
な
り
多
い
と
い
う
事
を

知
り
、
我
家
で
は
ス
プ
レ
ー
式
の
消

火
器
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し

ま
し
た
。
価
格
も
安
く
場
所
も
と

ら
な
い
小
さ
な
ス
プ
レ
ー
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
是
非
備
え
て
お
い
た
ほ

う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。そ

の
他
の
防
災
グ
ッ
ズ
も
沢

山
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
、

も
し
も
の
時
の
為
に
い
ろ

い
ろ
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
�

 
七
宝
町　

木
村　

公
昭

　
 

　

過
日
、消
防
署
の
方
が
訪
問
し
て

頂
き
火
災
の
調
査
を
な
さ
れ
、
不

備
の
箇
所
の
注
意
を
頂
き
、
調
査
の

判
定
結
果
も
頂
き
、老
夫
婦
、二
人

暮
し
な
の
で
充
分
に
火
の
用
心
注

意
し
て
、
不
備
の
点
を
改
善
し
て
い

き
ま
す
。日
々
ご
苦
労
様
で
す
。

 

七
宝
町　

宇
治　

清
子

　
 

　

広
報　

号
で
東
海
地
区
の
代
表

４０

と
し
て
全
国
救
助
技
術
大
会
に
出

場
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
知
り
、
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
中
で
女
性
隊
員
が
居
ら
れ
る
事

を
始
め
て
知
り
驚
き
ま
し
た
。（
消

防
隊
員
は
男
性
の
み
と
思
っ
て
い
た

の
で
）今
後
も
一
層
技
術
を
磨
き

訓
練
に
励
み
、
優
秀
な
成
績
を
挙

げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

美
和
町　

柴
田　

国
男
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